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要約 

本研究では、コレラ毒素 B サブユニット（CTB）にスギ花粉症アレルゲンの一つである
Cry j2 タンパク質から選択した７つのエピトープの情報を持つ合成遺伝子を連結した融合
タンパク質遺伝子の発現を行った。融合タンパク質遺伝子をクローニング用ベクター

(pUC18)に組込み、目的の遺伝子の量を大腸菌内で増やした後、pUC18 を抽出し、制限酵
素処理で融合タンパク質遺伝子を回収した。その後、制限酵素による切断部位を利用して、

融合タンパク質遺伝子を発現用ベクター(pET28a)に組み込み、大腸菌内で融合タンパク質
の発現を行った。pET28a でのタンパク質の発現は、lac オペレーターにより制御されてい
るため、ラクトース誘導体である IPTG ( isopropyl 1-thio-β-D-galactoside)を菌液に加
え、タンパク質発現の誘導を行った。その結果、SDS-PAGE (SDS-ポリアクリルアミドゲ
ル電気泳動)により、約 26kDa のタンパク質の発現を確認した。さらに、ウエスタンブ
ロッテ ィングで発現タンパク質が抗コレラ毒素抗体と抗 Cry j2 抗体の両方と抗原抗体反
応を起こすことを確認した。これらの結果から、コレラ毒素 B サブユニットと Cry j2 エピ

トープが連結した融合タンパク質が発現したと考えられる。


